
- 1 -

『「社会に開かれた教育課程」で育む資質・能力』（ぎょうせい，2017.3掲載）
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上越教育大学大学院教授

木村吉彦

生活科の改訂は、今回が 3回目である。新設（平成元年）されてから 30年近くなり、

本格実施（平成 4年）から 25年目を迎えている。他教科との違いがなかなか全国の先生

方からしっかり理解されていない実態を感じている筆者は、今回の改訂のポイントから

解説し、生活科にふさわしい「見方・考え方」とこれからの授業のあり方についての提

案をさせていただく。生活科改訂の中心キーワードの１つが「スタートカリキュラム」

であると捉えてほしい。

①改訂の方向性と改善のポイント

生活科では、次の 4点について、さらなる充実を図ることが期待されている。

1)活動や体験を通して低学年らしい思考や認識を確実に育成し、次の活動へつながる学

習活動を重視すること。

2)幼児教育において育成された資質・能力を存分に発揮し、各教科等で期待される資質

・能力を育成する低学年教育として、なめらかに連続、発展させること。幼児期に育

成する資質・能力と小学校低学年で育成する資質・能力とのつながりを明確にし、そ

こでの生活科の役割を考える必要がある。

3)幼児教育との連携や接続を意識したスタートカリキュラムについて、生活科固有の課

題としてではなく、教育課程全体を視野に入れた取り組みをすること。スタートカリ

キュラムの具体的な姿を明らかにするとともに、国語、音楽、図画工作などの他教科

等との関連についてもカリキュラム・マネジメントの視点から検討し、学校全体で取

り組むスタートカリキュラムとする必要がある。

4)社会科や理科、総合的な学習の時間をはじめとする中学年の各教科等への接続を明確

にし、単に中学年の学習内容の前倒しにならないよう留意しつつ、育成を目指す資質

・能力や「見方・考え方」のつながりを検討する必要がある。

②生活科の特性に応じた「見方・考え方」

生活科における資質・能力の三つの柱とは、「知識や技能の基礎」「思考力・判断力・

表現力等の基礎」「学びに向かう力・人間性」である。こうした資質・能力を育むために、

生活科の目標としては、具体的な活動や体験を通して、「身近な生活にかかわる見方・考

え方」を生かし、自立して生活を豊かにしていくための資質・能力を育成することであ

る。「自立」とは「社会人としての独り立ち」であると、木村は考えている（主体性のみ

の「独り立ち」ではない）。主体性と社会性を同時並行的に育てていただきたい。
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これらを踏まえ、生活科における「見方・考え方」とは、次のような内容である。

1)生活科では、具体的な活動や体験を通して、児童の生活圏に存在する身近な人々、社

会及び自然を学習の対象として扱う。その際、対象を自分とのかかわりで捉えるとと

もに、人々、社会、自然を一体化して捉えることが重要である。

2)具体的な活動や体験を通して捉えた対象については、比較、分類、関連付けなどして

解釈し把握するとともに、試行、予測、工夫したりなどして新たな活動や行動を創り

出していくことを通して、自分自身や自分の生活について考え、そこに新たな気付き

を生み出すことを期待している。こうして児童はそれぞれの対象のよさや特徴、自分

との関係や、対象とのかかわりに気付いていく。

3)これらを踏まえ、生活科の特質に応じた「身近な生活にかかわる見方・考え方」とは

「身近な人々、社会及び自然を自分とのかかわりで捉え、比較、分類、関連付け、試

行、予測、工夫することなどを通して、自分自身や自分の生活について考えること」

である。

③「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた実践方策

アクティブ・ラーニングの視点に基づく生活科の授業改善は、児童の思いや願いを実

現する体験活動を充実させるとともに、表現活動を工夫し、体験活動と表現活動との相

互作用を意識することが重要である。この発想に基づき、３つの観点について実現のあ

り方を説明する。

(1) 「主体的な学び」の視点

・生活科では、子どもの生活圏である学校・家庭・地域を学習の対象や場とし、対象と

直接関わる活動を行うことで、興味や関心を喚起し、自発的な取り組みを促してきた。

こうした点に加え、表現を行い、伝え合う活動の充実を図ることが必要である。

・小学校低学年は、自らの学びを直接的に振り返ることは難しく、相手意識や目的意識

に支えられた表現活動を行う中で、自らの学習活動を振り返る。振り返ることで自分

自身の成長や変容について考え、自分自身についてのイメージを深め、自分のよさや

可能性について気付いていく。自分自身への気付きや自分自身の成長に気付くことが、

自分はさらに成長していけるという期待や意欲を高めることにつながる。

・学習活動の成果や過程を表現し、振り返ることで得られた手応えや自信は、自らの学

びを新たな活動に生かし挑戦していこうとする子どもの姿を生み出す。こうしたサイ

クルが「主体的な学び」に向かう力を育成するものとして期待できる。

(2) 「対話的な学び」の視点

・生活科では、身の回りの様々な人々と関わりながら活動に取り組むことや、伝え合っ

たり交流したりすることが大切である。伝え合い交流する中で、一人一人の発見が共

有され、そのことをきっかけとして新たな気付きが生まれたり、関係が明らかになっ

たりする。他者との協働や伝え合い交流する活動は、一人一人の子どもの学びを質的

に高めることにつながる。

・双方向性のある活動が行われ、対象と直接関わり、対象とのやり取りをする中で、感

じ、考え、気付くなどして「対話的な学び」が豊かに展開されることが求められる。
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(3) 「深い学び」の視点

・生活科では、思いや願いを実現していく過程で、一人一人の子どもが自分との関わり

で対象を捉えていくことが特質であると言える。

・「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かした学習活動を充実することで、気付い

たことを基に考え、新たな気付きを生み出し、関係的な気付きを獲得するなどの「深

い学び」を実現することが求められる。低学年らしいみずみずしい感性により感じ取

られたことを、自分自身の実感の伴った言葉にして表したり、様々な事象と関連づけ

て捉えようとすることを助けるような教師の関わりが求められる。

④これからの授業づくりのあり方

生活科における児童の資質・能力を育む学習過程は、「やってみたい、してみたい」と

自分の思いや願いを持ち、具体的な活動や体験を行い、直接対象とかかわる中で感じた

り考えたりしたことを表現し、行為していくプロセスと考えることができる。一人一人

の思いや願いを実現していく一連の学習活動を行うことにより、児童の自発性が発揮さ

れ、一人一人の児童が能動的に活動するようになること、体験活動や表現活動とが繰り

返されることで児童の学びの質を高めていくことが重要である。

この考え方に基づき、具体的な授業づくりのあり方は、次の 4点である。

1)地域は、児童にとって生活の場であり学習の場である。地域の文化的・社会的な素材

や活動の場などを見いだす観点から地域の環境を繰り返し調査し、それらの素材を教

材化して最大限に生かすことが重要である。

2)飼育動物や栽培植物といった生きた教材は、児童にとって直接的な体験の機会が減っ

ている中で大きな意義を持つものであり、引き続き充実を図ることが必要である。

3)スタートカリキュラムについては、入学当初の児童の生活面の支援に関する人的なサ

ポートも含め、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて

活用しながら効果的に組み合わせるカリキュラム・マネジメントが重要となる。校区

内の公立私立幼稚園等との連携体制、教育委員会と首長部局の連携も望まれる。

4)児童の体験的な活動を重視した学習を実施するため、学校内外の様々な人的な協力、

交流が必要となる。学校と地域の円滑な協働体制の構築、関連する施設との連携、獣

医師等の専門家の協力も必要である。


